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１、本書の概要

２、主な改訂項目

３、本書の構成

４、販売情報

 当センターHP上の販売ページよりご注文ください。

 販売ページには目次も掲載しております。

 https://howtecs.shop-pro.jp/?pid=192589330

 基本編：住宅性能表示制度の概要と10の区分に関する基準と液状化について解説。

 構造編：構造の安定に関する基準についてモデルプランを用いながら詳しく解説。

 資料編：登録住宅性能評価機関に申請する設計図書の出力例として、耐震・耐風等級及び断熱等性能・

     一次エネルギー消費量等級を掲載。

 価格：賛助会員…6,732円（税込）

    一般  …7,480円（税込）

2026年版木造住宅のための住宅性能表示－基本編・構造編・資料編－のご紹介

 このたび当センターでは、2022年の建築基準法の改正(2025年4月施行)、2025年の住宅の品質確保の促進等

に関する法律（以下、「住宅品確法」）の評価方法基準（平13年国交告第1347号）の改正を受け、「2022年

版木造住宅のための住宅性能表示」の改訂を行いました。

 「2026年版木造住宅のための住宅性能表示－基本編・構造編・資料編－」の内容をご紹介いたします。

 本書は、過去に国土交通省のご指導を受けて行われた住宅性能表示の支援事業において広く普及・促進を行

うために活用された解説書をベースとしております。

 住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく住宅性能表示制度は、⾧期優良住宅、フラット35S等の関連

制度にも活用される、木造住宅の性能を測る共通の基準（ものさし）として広く利用されています。

 本書では、工務店や設計事務所等の実務者様向けに、新築の木造軸組工法の一戸建て住宅の住宅性能表示の

内容を理解し、制度を活用するための要点や、住宅性能表示制度の評価項目・判定基準を、最新の法令・告示

改正に基づき体系的に整理し、イラストを豊富に用いてわかりやすくまとめています。

 今回の改訂では、2022年の建築基準法の改正のほか、2025年の住宅品確法の改正により、構造の安定におい

ては、①実荷重に応じた必要壁量の算定の見直し、②耐力壁の上限の変更、③Ｎ値計算の算定式の改訂、④準

耐力壁等の存在壁量への算入、⑤必要壁量の算定を支援する表計算ツールの活用等及び温熱環境においては、

⑥省エネルギー基準の一時エネルギー消費量等級の等級7・等級8の追加、⑦断熱等性能等級の誘導仕様基準の

等級5の追加等の最新情報を反映しました。

 従来の「基本編・構造編・申請編」から「基本編・構造編・資料編」へ構成を再編成し、特に構造編と資料

編は、内容を１から全面的に作り直した大改訂版となっております。


